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国
書
室
策
事
務
所
の
落
成

昭
和
四
年
十

一
月
に
開
設
し
た
虎
ノ

門
不
二
屋
ビ
ル
の
集
會
室

・
固
書
室
が

戦
災
の
た
め
其
の
貴
重
な
山
岳
固
書
及

び
山
岳
諸
資
料
を
合
め
て
、　
一
切
烏
有

に
期
し
て
以
来
、
獨
立
し
た
事
務
所
の

な
く
な
つ
た
本
會
は
極
め
て
不
自
由
な

思
ひ
を
餘
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
が
、
昨

年
固
書
室
策
事
務
所
の
再
建
を
企
て
ゝ

以
来
含
員
内
外
の
熱
意
が
貸

を
結

ん

で
、

い
よ
′
ヽ
二
月
上
旬
に
落
成
の
運

び
に
い
た
つ
た
こ
と
は
な
ん
と
し
て
も

慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

會
報
が
會
員
諸
氏
の
御
手
元
に
届
く
頃

に
は
、
定
め
し
建
物
の
上
塗
り
も
仕
上

つ
て
シ
ヨ
ウ
洒
た
る
姿
が
、
ニ
コ
ラ
イ

會
堂
の
前
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
思
ふ
。

會
の
本
擦
と
も
云
ふ
べ
き
固
書
室
乗
事

務
所
の
落
成
は
、
今
後
の
會
の
活
動
に

至
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
し
、
地
方
在
住
の
會
員
や

支
部
か
ら
の
連
絡
者
に
不
十
分
乍
ら
も

宿
舎
を
提
供
す
る
と
な
れ
ば
そ
の
利
用

慣
値
も
亦
少
く
な
い
。
と
く
に
東
京
都

内
及
近
在
に
在
住
さ
ル
る
會
員
は
出
来

る
だ
け
こ
れ
を
利
用
し
　
會
の
本
擦
を

訪
れ
て
よ
り

一
居
會
を
愛
し
育
て
ら
れ

る
様
切
望
す
る
。

更
に
建
物
の
落
成
だ
け
に
満
足
せ
ず
固

書
室
の
充
賞
の
た
め
に
も

一
段
の
御
助

力
を
績
け
ら
れ
る
や
う
望
む
こ
と
切
な

る
も
の
が
あ
る
。

今
回
の
建
設
に
開
す
る
綜
合
的
な
報
告

は
何
れ
措
宙
理
事
か
ら

「
山
岳
」
誌
上

に
で
も
詳
細
筆
を
と
つ
て
貰
ふ
豫
定
で

あ
る
が
、
甚
だ
皮
肉
な
こ
と
な
が
ら
戦

争
の
お
蔭
で
木
會
も
會
自
身
の
家
を
も

つ
こ
と
が
出
本
た
識
で
、
焼
失
し
た
多

く
の
文
献
は
愛
惜
に
餘
り
あ
る
が
、
自

分
の
家
を
も
て
た
喜
び
は
た
と
へ
様
も

な
く
嬉
し
く
、
こ
の
際
簡
単
な
が
ら
過

去
の
會
の
事
務
所
の
憂
遷
を
ふ
り
か
へ

つ
て
み
た

い
。

會
の
歴
史
を
知
る
上
に
最
も
優
れ
た

文
献
で
あ
る
黒
田
孝
雄
氏
記

「
日
本
山

岳
會
二
十
年
」

（
「
山
岳
」
三
十
年
二

競
）
附
録
の
年
表
に
よ
る
と
衣
の
様
に

な
つ
て
ゐ
る
。

・
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
四
月

山
岳
會
創
立
、
事
務
所
を
日
木
橋
城

敷
馬
方
に
、
編
韓
所
を
麹
町
武
田
久

吉
方
に
を
く
。

・
同
年
十

一
月
　
編
軒
所
を
横
濱
小
島

久
大
方
に
移
す
。

・
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
一
月

事
務
所
を
横
濱
高
野
鷹
蔵
万
に
移
す

・
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
編
軒
所
を

木
郷
木
慕
理
太
郎
方
に
移
す
。

ｏ
大
正
八
年

へ
一
九

一
九
）
十
月
　
事

務
所
を
麹
町
武
田
方
に
移
す
。

・
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
九
月

事
務

所
を
下
目
黒
志
村
寛
方
に
移
す
。

ｏ
大
正
十

一
年
（
一
九
二
二
）
二
月
事
務

所
を
本
郷
高
頭
仁
兵
衛
方
に
移
す
。

・
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
二
月

事
務
所
を
新
潟
高
頭
方
に
移
す
。

・
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
九
月
　
事

務
所
を
芝
　
鳥
山
悌
成
方
に
移
す
。

・
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
十

一
月

虎
ノ
門
不
二
屋
ビ
ル
に
集
會
室

。
日

書
室
を
開
設
す
。

・
昭
和
六
年

（
一
九
二

一
）

一
月
　
編

輯
所
を
不
二
屋
ビ
ん
に
移
す
。

・
昭
和
八
年

（
一
九
二
三
）
一
月
　
事

務
所
を
不
二
屋
ビ
ル
に
移
す
。

以
上
の
油
り
で
城
氏
方
に
三
年
、
高
野

氏
方
に
十
年
、
武
田
氏
方
に
二
年
、
志

村
氏
方
に
一
年
、
高
頭
氏
方
に
五
年
、

鳥
山
氏
方
に
六
年
、
虎
ノ
門
の
不
二
屋

ビ
ル
に
十
二
年
と
云
ふ
計
算
に
な
る
。

虎
ノ
門
に
誌
韓
後
の
事
務
所
や
同
書
室

に
つ
い
て
は
、知
る
人
も
少
く
な
い
が
、

そ
れ
以
前
の
こ
と
は
覺
え
て
あ
る
古
い

會
員
も
段
々
少
く
な
つ
て
り
く
の
で
、

高
野
氏
あ
た
り
に
是
非
お
話
を
う
か
ヽ

ひ
た
い
と
は
、
編
者
の
か
ね
て
か
ら
の

願
ひ
な
の
だ
が
、
遂
卜
今
回
は
間
に
合

は
な
い
の
で
何
れ
何
か
の
機
會
に
記
し

て
を
き
た
い
と
思
ふ
。

會
の
本
擦
の
落
成
に
際
し
て
は
會
員

各
位
に
お
か
れ
て
も
、
定
め
し
色
々
の

感
概
が
あ
る
こ
と
、
思
ふ
が
、
わ
け
て

も
絡
戦
後
全
く
没
我
的
に
會
再
建
の
た

め
恭
力
さ
れ
た
、
故
塚
本
繁
松
氏
や
最

近
長
逝
さ
れ
た
小
島
鳥
大
氏
に
は
是
非

こ
の
建
物
を
み
て
い
た
ゞ
ぎ
た
か

つ
た

し
、
又
こ
の
こ
と
を
今
は
な
き
ウ
エ
ス

ト
ン
師
や
本
暮
前
會
長
や
黒
田
孝
雄
氏

に
も
お
つ
た
へ
し
た
い
と
思
ふ
の
は
ひ

と
り
編
者
の
み
で
は
な
か
ら
う
ｏ

日
書
室
再
建
に
就
て

お
願
ひ
と
報
告

昨
年
十
二
月
二
十
九
日
上
棟
式
を
學

行
し
た
本
含
の
同
書
室
は
、
二
月
上
旬

に
落
成
。
然
し
竣
工
し
た
の
は
建
物
だ

も
少
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
含
員
諸

兄
か
ら
街
こ
の
上
資
金
或
は
同
書
の
寄

贈
を
お
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。
御
中

込
は
直
接
事
務
所
或
は
新
宿
匡
諏
訪
町

二
五
藤
島
敏
男
宛
叉
は
東
京
銀
行
本
店

祗
園
法
人
日
本
山
岳
會
名
義
普
通
預
金

口
座
（
二
八
七
番
）
へ
御
振
込
下
さ
い
。

寄
附
者
氏
名

（中
間
報
告
）

百
円
　
吉
田
　
一九
　
百
五
拾
円
　
泉
尾

け
で
あ
つ
て
内
部
の
調
度
、
同
書
の
充

賞
は
今
後
に
残
こ
さ
れ
た
問
題

で
あ

る
。
日
本
文
化
の
た
め
に
も
、
登
山
界

の
た
め
に
も
、
吾
々
は
こ
の
意
義
あ
る

事
業
を
成
し
と
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

資
金
は
現
在
左
記
の
額
に
達
し
て
ゐ

る
が
、
ま
だ
建
築
費

へ
四
十
七
萬
円
）

に
も
不
足
と
い
ふ
状
態
で
あ
る
。
厚
意

を
寄
せ
ら
れ
た
各
位
に
、
深
き
謝
意
を

表
す
る
と
共
に
、
會
員
外
か
ら
の
支
援

忠
　
百
六
十
円
　
菊
池

藤
野
澤
　
訪
　
三
百
円

五
百
円
　
闘
口
　
泰

澤
英

一　
石
原
　
巖

川

裕

値
岡
英

一

渡
邊
公
平

¨
千
円
　
林
　
悌
助

田
　
襄
　
小
瀧
武
夫

橋
弘
二
　
佐
藤
久

一
朗

大
田
　
敬
　
余
松
　
學

・
徹
　
二
百
円

．
石
原
憲
治

有
島
行
郎
　
戸

堀
切
義
久
　
府

高
騰
修
太
郎

横
　
有
恒
　
島

矢
橋
健

一　
矢

望
月
逹
夫

扁
井
正
吉

(1)

☆奮 員線 會 豫 告 ☆

目 時  昭 和 24年 4月 24日 (日 )

午後 1時 より

場 所  交 通 文 化 博 物 館 講 堂

昭和21年度の會員穂會を上記の通 り開催しま
す。年一回の大會ではあり、且内容の優れた

講演も準備してゐますから多数御滲會を期待
します。

○ 映 書 と 音 業 の 集 ひ O

絶會 と前後 して固書室落成及び憲法登右を記

念し下記の通 り催を開 きます。

日 時  昭和 24年 4月 23日 (土 )

午 後 1時 開會
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千
二
百
円
　
小
川
勝
次

二
千
円
　
武
藤
廣
二
　
堀
田
爾

一　
富

田
健

一

〓
千
五
百
円
　
明
治
大
學

ロ
パ
タ
會

三
十
円
　
大
橋
秀

一
郎
　
ミ
ズ
ノ
産
業

祀

立
教
大
學
山
友
會

田
邊
主
計
（
違

加
）

五
千
円
　
富
士
銀
行
山
岳
部
　
サ
ン
窟

員
新
聞
融
　
高
橋
　
照

（
追
加
）

】
万
円
　
松
方
義
二
郎

（
追
加
）
旭
化

成
工
業
　
日
産
化
學
工
業
火
業
部

闘
東
電
気
工
業
　
日
本
化
薬

五
万
円
　
朝
日
新
聞
祗
　
毎
日
新
聞
祗

山
日
記
印
税
第
二
回
分

か
計
　
二
七
一
、

一
一
五
円

累
計
　
四
五
六
、
二
八
五
円

（
二
十
四
年
二
月
二
十
日
現
在
）

故

小
島
鳥
水
氏
を
偲
ぶ
集
リ

昨
年
十
二
月
小
島
烏
水
氏
長
逝
の
際

に
は
故
人
を
偲
ぶ
餘
裕
も
な
か
つ
た
の

で
、
去
る
二
月
十
三
日
小
島
邸
に
於
て

遺
影
、
遺
著
を
前
に
し
て
、
本
會
創
立

営
時
の
同
志
高
野
鷹
蔵
氏
を
は
じ
め
、

田
部
重
治
、
鳥
山
悌
成
、
中
村
清
太
郎

近
藤
茂
吉
の
諸
先
輩
、
棋
　
有
恒
、
日

高
信
六
郎
の
中
老
組
も
加
は
り
、
親
し

き
も
の
十
五
人
ほ
ど
集
つ
て
故
人
を
偲

ん
だ
。
ひ
ろ
い
幅
と
深
い
奥
行
の
持
主

で
あ
つ
た
故
人
を
み
ぐ
つ
て
懐
奮
談
だ

の
逸
話
だ
の
、
い
つ
果
つ
べ
し
と
も
思

は
れ
な
か
つ
た
。
故
人
が
日
本
の
登
山

界
ば
か
り
で
な
く
、
文
學
美
術
の
領
域

に
も
、
大
き
な
足
跡
を
の
こ
さ
れ
た
の

を
想
ふ
と
き
、
本
會
と
し
て
も
、
今
後

い
ろ
ノ
ヽ
な
機
會
を
作
つ
て
、
そ
の
業

績
を
偲
び
た
い
と
考

へ
た
こ
と
で
あ

つ

た
ｏ
　

　

　

　

　

　

（Ｔ
Ｆ
）

鳥
水
氏
の
遺
著
及
び

「
山
岳
」
追
悼
競
に
就
て

昨
年
の
春
頃
か
ら
小
島
さ
ん
は
、
山

の
本
を
ま
と
め
る
べ
く
執
筆
さ
れ
て
ゐ

た
が
、
六
月
に
は
ほ
ゝ
鵬
稿
さ
れ
、
間

も
な
く
病
床
に
就
か
れ
、
途
に
刊
行
を

見
な
い
で
長
逝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

新
稿
あ
り
、
薔
稿
補
筆
あ
り
で
あ
る
が

既
刊
の
小
島
さ
ん
の
著
書
に
は
収
載
さ

れ
て
ゐ
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

「
山
の
風
流
使
者
」
と
書
名
も
き
ま
つ

て
ゐ
る
。

い
ま
は
遺
著
と
な
つ
た
こ
の

書
は
初
夏
の
頃
に
は
吾
々
の
手
に
渡
る

で
あ
ら
う
。
小
島
さ
ん
の
最
初
の
本

「

扇
頭
小
景
」
（
一
八
九
九
年
刊
）
と
時
を

ヽ
だ
て
る
こ
と
賞
に
五
十
年
で
あ
る
。

次
に
會
は
本
年
八
月
刊
行
豫
定
の

「

山
岳
」
四
四
年
第
二
競
を
小
島
烏
水
氏

の
追
悼
記
念
槻
と
し
鉾
意
準
備
中
で
あ

る
が
、
周
知
の
通
り
多
方
面
に
活
躍
さ

れ
た
故
人
だ
け
に
執
筆
者
も
各
方
面
に

依
頼
中
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
競
に

詳
細
愛
表
す
る
が
、藤
懸
静
也
、辻
村
太

郎
、
河
井
酔
一名
ｂ
齋
藤
昌
三
、
武
田
久

吉
、
高
野
鷹
蔵
ゝ
岡
野
金
次
郎
ゝ
中
村

清
太
郎
、
田
部
重
治
、
東
　
良
三
、
横

有
恒
、
松
方
二
郎
、
等
の
諸
氏
に
執
筆

を
願
ふ
豫
定
で
、
大
部
分
は
快
諾
を
得

て
ゐ
る
。
筒
故
人
の
著
作
目
録
、
解
題

や
年
表
等
は
中
村
氏
や
藤
島
、
田
邊
の

雨
理
事
が
調
査
す
る
こ
と
Ｌ
な
つ
て
を

り
、
篇
員
も
敷
葉
挿
入
し
た
い
。
右
の

次
第
故
、
會
員
請
氏
の
御
期
待
に
添

ヽ

る
も
の
が
出
来
上
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。

故
小
島
氏
よ
り
本
書

へ
寄
附

名
春
會
員
故
小
島
久
大
氏
御
遺
族
よ

り
故
人
迫
書
の
意
味
を
以
て
金
式
万
円

を
最
も
闘
係
深
い
本
會
に
寄
贈

さ

れ

た
。
本
會
は
小
島
家
の
御
厚
意
を
感
謝

す
る
と
共
に
、
創
立
嚢
起
人
の
一
人
で

あ
る
故
人
を
永
く
紀
念
す
べ
く
、
そ
の

使
途
に
つ
い
て
考
究
中
で
あ
る
。

各

山

講

習

會

か
ね
て
會
員
各
位
に
通
知
し
又

「
山
」

誌
上
で
も
発
表
し
た
各
山
講
習
會
は
左

の
通
り
畢
行
さ
れ
る
。

二
月
五
日
出
壼
、
二
月
六
日
―

十
】

日
、
於
八
方
尾
根
黒
菱
小
屋
。

（
編
成
）
線
指
導
者
　
藤
井
運
平

リ
ー
ダ
ー
上
級
班

一
組

（
林
和
夫
、
清

水

一
郎
）
二
組

（海
野
治
良
、
員
島
恒

雄
）
三
組

（
崎
田
熙
、
湯
浅
英
也
）
中

級
班

一
組

（高
橋
照
、
佐
野
茂
雄
）
二

組

（
外
山
義
夫
、
工装
回
治
信
）
三
組

（

近
藤
等
、
高
橋
達
郎
）
四
組

（
吉
由

元
、
廣
翡
清
）
學
生
班

（
山
田
二
郎
、

村
山
雅
美
、
山
時
英
雄
）

参
加
人
員
　
一
般
五
〇
名
、
學
生
二
〇

名上
級
班
は
彗
洞
．
イ
グ
ル
ー
、
幕
誉
等

を
行
ひ
五
龍
岳
往
復
、
中
級
班
は
唐
松

岳
往
復
を
豫
定
し
、
そ
の
間
に
各
山
の

各
級
技
術
を
十
分
に
演
練
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

参
加
者
は
北
海
道
、
中
國
地
方
の
遠
方

よ
り
の
中
込
も
あ
り
、
地
元
の
熱
意
で

小
屋
の
準
備
も
万
全
を
き
し
て
ゐ
る
。

水
講
習
會
の
成
果
は
次
競
で
報
告
の
豫

定
で
あ
る
。

第

一
０

六

回

小

実

會

一
月
二
十
七
日

（
本
）
午
後
五
時

岸

般

育

舘

昨
各
の
富
士
山
講
管
會
の
記
録
映
書
期

賞
を
か
ね
、
今
年
の
初
顔
合

せ

を
期

し
、
大
い
に
會
員
と
の
懇
親
を
と
書
し

た
が
、
通
知
の
不
備
に
て
理
事
は
じ
め

集
合
少
く
残
念
。
映
豊
も
差
支

へ
が
出

本
た
の
で
、
藤
井
理
事
よ
り
固
書
室
建

築
、
山
日
記
、
山
岳
、
山
な
ど
の
報
告

各
山
講
習
會
計
蓋
麦
表
の
後
ゝ
昔
か
ら

の
會
員
紳
谷
恭
氏
を
園
ん
で
懇
談
、
今

後
會
員
が
理
事
を
鞭
撻
す
る
ほ
ど
活
崚

に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
等
の
意
見
も
出
、

毎
月
の
小
集
會
を
守
る
こ
と
を
約
し
ゝ

千
谷
氏
寄
贈
の
ド
ロ
ツ
プ
を
し
や
ぶ
り

な
が
ら
和
や
か
に
快
談
し
た
。
参
會
者

十
二
名
。

第

一
０

七

回

小

集

會

二
月
二
十
五
日

（
金
）
午
後
六
時

於

洋

健

育

舘

今
回
は
明
治
大
學
山
岳
部
の
永
井
君
に

今
各
西
穂
の
稜
線
か
ら
極
地
法
で
奥
穂

高
へ
達
し
た
登
攀
の
報
告
を
聞
く
。

登
山
の
模
様
を
具
さ
に
語
る
多
数
の
窟

員
と
簡
明
な
説
明
で
短
時
間
で
は
あ
つ

た
が
、
最
近
の
大
學
山
岳
部
の
活
動
の

一
端
を
直
接
知
り
得
た
こ
と
は
意
義
深

か
つ
た
。

七
時
牛
會
場
を
近
く
の
交
通
博
物
館
講

堂
に
移
し
、

「
北
方
の
霧
」

「
富
士
山

頂
観
測
所
」

「
霜
の
花
」
の
三
つ
の
映

豊
を
期
賞
し
た
が
中
で
も

「
霜
の
花
」

の
表
現
し
た
類
な
き
美
し
さ
は
想
像
に

山
口
記

は
心
求
め
に
な
り
ま
し
た
か
？

會
員
各
位
は
百
六
十
日
で
す
か
ら
品
切
と
な
ら
ぬ

う
ち
に
お
求
め
下
さ
い
。

山 日 記
第 14輯   1949版

登 山 の 注 意

各 期 登 山

應急手営及登山衛上

危 急 時 封 策
邁 難 封 策 組 織
地団使用上 の 注 意
山  岳  気  象

装 備   食 糧

登 山 用 品 表

高山植物 に つ い て

山  岳  語  彙

アジアの高峰一覧表
本チB主要山岳・ 峠高
度表

概   念   固

山 小 屋・ 山 案 内
気堅 と高さと水 の沸
黒占
気 屋 単 位 比 較 固

★
七曜表・ 月別覺書欄・
自ユ1言己̀入欄

右 li晃 堂 書 店

日 本 山 岳 含 編

¥180園 省線・ お茶の水瞬前

主 要 内 容

A6o320頁
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絶
す
る
も
の
で
造
化
の
妙
に
酔
ふ
心
地

で
あ
つ
た
。

九
時
牛
散
會
、
参
會
者
三
十
餘
名
。

各
山
と
ス
キ
ー

昴
人
の
集
い

一
月
十
三
日
　
午
後
五
時

於

洋

翌

育

館

新
年
初
顔
合
せ
と
ス
キ
ー
の
計
蓋
を
粂

ね
て
、
村
井
、
今
井
、
川
森
、
森
ノ
坂

倉
、
其
の
他
東
鐵
上
野
山
岳
會
婦
人
會

員
数
名
及
常
盤
松
高
等
學
校
學
生
諸
氏

を
も
迎
え
て
、
各
山
と
ス
キ
ー
の
談
話

會
を
催
し
た
。
小
集
會
だ
け
に
婦
人
と

し
て
の
希
望
や
、
ス
キ
ー
地
の
報
告
等

な
ご
や
か
に
語
り
合

い
、
最
後
に
志
賀

高
原
ス
キ
ー
計
蓋

（
二
月
十
八
日
―
―

十
日
）
を
決
定
の
後
、
六
時
牟
終
了
し

た
パ
志
賀
高
原
ス
キ
ー
行
は
二
月
二
十

日
夜
二
十
七
日
の
間
に
撃
行
さ
れ
た
。
、

高
頭
仁
兵
街
翁

壽
像
建
設
に

つ
い
て

本
會
長
老

「
日
本
山
岳
志
」
の
著
者

で
あ
る
高
頭

「^
古
稀
を
記
念
し
、
本
會

越
後
支
部
全
員
が
発
起
し
、
曾
て
分
が

十
三
歳
の
年
初
登
舞
さ
れ
た
爾
彦
山
主

稜
上
に
壽
像
を
掲
げ
る
企
て
を
お
こ
し

て
ゐ
る
の
で
、
全
會
員
に
逍
知
労
々
御

援
助
を
願
ふ
も
の
で
あ
る
。

一
、
竣
工
期
日
　
本
年
五
月
二
十
日

（
分
の
誕
生
日
）

一
、
経
費
概
算
　
金
五
万
円

一
、
酵
金
方
法
　
一
口
百
円
以
上
と

し
二
月
末
を
以
て
一
應
締
切
る
。

一
、
事
務
取
扱
所
　
新
潟
市
祀
町

日
本
山
岳
會
越
後
支
部
藤
島
玄
方

山

梨

支

部

の

議

會

昨
年
十

【
月
十

】
日
ゝ
甲
府
で
本
會

山
梨
支
部
の
費
會
式
が
行
は
れ
會
ょ
り

槙
、
藤
島
、
開
根
、
今
村
の
四
名
と
雨

井
主
事
が
出
席
し
た
。
山
梨
で
は
九
月

以
降
、
大
澤
會
長
始
め
、
熱
心
な
會
員

諸
氏
が
、
山
岳
連
盟
と
會
の
支
部
は

一

般
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
熱
心

に
努
力
し
て
っ
つ
い
に
連
盟
の
結
成
式

印
會
の
支
部
装
會
式
が
畢
行
さ
れ
た
の

で
ぁ
っ
た
。
會
場
は
甲
府
市
の
商
工
會

議
所
の
講
堂
で
ｂ
二
時
か
ら
式
が
始
め

ら
れ
ゝ
設
立
の
経
過
報
告
、
行
事
報
告

等
あ
り
、
會
よ
り
は
開
根
理
事
の
會
の

歴
史
ゝ
藤
島
理
事
の
武
田
會
長
代
理
の

説
辞
ゝ
梗
氏
の

「
若
い
登
幽
者
へ
」
と

題
す
る
合
蓄
あ
る
講
演
あ
り
、
そ
の
間

各
方
面
か
ら
の
祀
辞
が
あ
つ
て
、
多
数

熱
心
な
参
會
者
が
あ
り
盛
合
Ｈ
で
あ

つ

た
。
地
理
的
に
悪
ま
れ
て
ゐ
る
山
梨
支

部
の
今
後
の
活
雌
を
大
い
に
期
待
す
る

次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
今
村
記

集

　

　

　

會

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
四
日

富
土
山
講
管
會
リ
ー
ダ
ー
懇
談
會

ク
　
　
十
二
月
二
十
日
　
役
員
會

昭
和
二
十
四
年

一
月
十
二
日
　
理
事
會

ク
　
　
　
一一
月

九

日
　
理
事
會

ク
　
　
　
一一月
十
二
日

・
十
九
日

入
方
尾
根
講
管
會
準
備
會

ク
　
　
　
一二
月

二

日
　
理
事
會

★
佳
所
憂
更
さ
れ
た
方
は
必
ず
御
通
知

下
さ
い
。

日
書
室
落
成
記
念

小
島
烏
水
氏
迫
悼

展
覧
會

・
小
集
會

☆

期

　

間

二
月
二
十
六
日

（土
）

三
十

一
日

（木
）

☆

一
０
八
回
小
集
會

二
月
二
十
六
日
（
土
）
六
時

☆

場
　
　
所

新

築

の

固

書

室

固
書
室
の
落
成
を
期
に
小
島
烏
水

氏
を
偲
ぷ
展
覧
會
ｏ
小
集
會
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
多
方
面

に
大
き
な
足
跡
を
の
こ
し
た
故
人

は
文
筆
に
携
は
る
こ
と
五
十
年
、

そ
の
間
の
数
多
の
著
書
は
何
れ
も

一
つ
一
つ
の
意
義
を
も

つ
て
ゐ

る
。
固
書
室
完
成
を
待
た
ず
、
し

か
も
そ
れ
を
集
し
み
に
し
て
お
ら

れ
た
小
島
さ
ん
の
逝
去
は
わ
れ
わ

れ
後
輩
に
と
つ
て
、
こ
の
上
も
な

く
残
念
な
こ
と
で
あ
つ
た
が
。
今

回
そ
の
落
成
を
期
に
故
人
を
偲
ぶ

展
覧
會
を
催
し
、
敷
多
く
の
著
書

其
他
関
係
資
料
を
展
示
し
、
そ
の

廣
汎
な
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
つ

て
何
ら
か
の
寄
興
を
し
た
い
と
念

ず
る
次
第
で
あ
る
又
特
に
二
十
六

日
夜
は
故
人
に
因
む
だ
小
集
會
も

準
備
中
、で
あ
る
。
こ
の
機
曾
に
と

く
に
同
書
室
再
建
に
つ
き
御
援
助

を
賜
つ
た
本
會
内
外
の
方
は
言
ふ

迄
も
な
く
、

一
般
會
員
の
御
来
室

を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

☆

一
０
九
回
小
集
會

五
月
十
九
日

本
）
午
後
六
時

於
　
固
　
書
　
室

山
の
音
楽
を
業
し
む
會

嚢 賣  東京都千代田E小川町三ノ八

河 出 書 房

A5版 64頁 月 刊 難 誌

慣 50円 T2円 牛 年 3oo円 1ケ 年 600円

(牛年以上豫約の途料は営方負指)

會

琥
　
酬山善周

月

正
し
い
ス
キ
ー
の
理
論
（２
Ｙ
…
林

和
夫

３

山
岳
古
典
の
解
題
と
紹
介
（２
）
松
方
三
郎

―

マ
ム
メ
リ
ー
〔
ア
ル
プ
ス
及
び
コ
ー
カ

邊

サ
ス
に
お
け
る
余
の
登
山
〕
―
―

春
の
自
峰
と
塩
見
岳
…
…
…
石

原
　
巌

ザ
ラ
メ
雲
を
懸
う
…
…
…
…
藤

岡

　

端

春
雲
の
徳
本
越
え
…
…
…
…
今
井
喜
美
子

1949年

マ
ウ
ン
ト
、
ア
″
バ
ー
タ
遠
征
記
（２
）

…
圭

田
幸
夫

春
さき
の山あ
るき（山行
ルー
ト）顛
瓢一一躙
・肝・

山
人
は
な
ぜ
詠
わ

（
護
者
の
ペ
ー

岡

岳
櫻

山
の
歌

（一影

や。鮨
″
赫
ン
バ
ウ
ム
）
辻

荘

一

登

山

寸

評
・…

。…

…

…

…

Ｐ
Ｘ

春

の

雲

…

…
…

…

…
尾

崎

喜

八

院

北
海
道
の
早
春
…
…
…
…
…
伊
藤
秀
五
郎

‐

雪
崩
を
く

ゞ
つ
て
…
…
…
…
橋

本

三

八

月
　
集
一
丹

澤

山

４
　
特
〔
　
　
高
橋
足
昌
・
澤
田
武
志
・
大
森
三
郎

各
山
を
顧
り
み
て
…
…
…
…
…
…
明
大
山
岳
部

全
國
ス
キ
ー
大
會
ν
ボ
ー
ト
…
…
…
富

永

正

信

〔
ア
ル
プ
ス
と
人
〕
讀
後
感
…
長
谷
川
如
是
閑

山
岳
周
邊
…
…
…
長
谷
川
三
千
春

・
茂
木
瞑
雄

ホ
リ
デ
ー
メ
ー
カ
ー
ス
の
た
め
の
山
行
ル
ー
ト

…
…
山
　
岳
　
會

山
の
歌
（わ
か
れ
・起
き
ろ
よ
起
き
ろ
）辻

荘

一

マ
ウ
ン
ト
ア
ル
バ
ー
タ
遠
征
記
…
…
石
田

幸
夫

山
岳
古
典
の
解
題
と
紹
介
…
…
松
方

三
郎

遭
難
に
つ
い
て
の
観
察

…
…
…
乗
木
秀
夫

―
―
一
つ
の
賞
験
を
通
し
て
―
―

ニ
セ
コ
ア
／
ヌ
プ
リ
…
…
…
…

深
田
久
粥

無

　

　

　

馴
…
…
…
…
…
…
田
邊
主
計

…
…
山
へ
登
る
人
た
ち
は
い
つ
退
屈
す
る
か
…
…

在
米
時
代
の
小
島
鳥
水
氏
…
…
飯

岡

幸

谷
川
岳
に
つ
い
て

藤
島
敏
男
・
角
田
吉
夫

・
海
野
治
良

茂
木
惧
雄
・
渡
邊
公
干

(3)
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二
九
五
九

二
九
六
〇

二
九
六

一

二
九
六
二

二
九
六
三

二
九
六
五

二
九
六
七

二
九
八

一

二
九
八
二

二
九
八
三

二
九
八
四

二
九
八
五

二
九
八
六

二
九
八
七

二
九
八
八

二
九
八
九

二
九
九
〇

二
九
九

一

二
九
九
二

二
九
九
三

二
九
九
四

二
九
九
五

二
九
九
六

二
九
九
七

二
九
九
八

二
九
九
九

三
〇
〇
〇

三

一
三
六

三

一
三
七

三

一
三
八

三

一
三
九

埼
　
玉

新
麦
田

新
　
潟

新

入

會

員

吉
野
　
興
博

鹿
島
　
直
江

高
橋
　
　
重

小
林
　
哲
司

市
村
　
爾
作

早
川
　
久

一

人
木
　
正
和

武
田
　
　
進

中
村

　

寛

高
橋
　
圭

一

宇
都
宮
正
朝

保
坂
　
　
一　
　
甲
　
府
ｕ

王
子
製
紙
山
岳
部
　
東
京

厚
木
ど
ん
ぐ
り
山
岳
會

神
奈
川

廣
瀬
　
榮

一

伊
藤
恒
次
郎

吉
川
　
潤
二

谷
口
　
盆
雄

渡
邊
　
正
三

薬
口
　
治
信

永
田
　
　
守

齋
藤
扁
太
郎

恵
良
　
美
年

蔭
山
　
雷
三

西
尾
　
治
郎

川
越
　
孝
次

吉
田
　
　
元

大
和
　
利
光

深
井
　
基
邦

谷
田
　
忠
雄

日
本
電
気
治
金
山
岳
部

金
　
澤

三

一
四
〇
　
香
村
金
次
郎
　
　
金
　
澤

紳 茨 ク 東 茨
奈
川 城  京 城

而 ク 埼 東 ク ク ク

岡  玉 京

ク 富 東 群 ク 東 大 東 京 熊 東
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又
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年
九
月
入
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逝
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さ
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二
十
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年
五
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＝
通
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）

向
山
敬
治
郎
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（
會
員
番
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〇
四
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昭
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■
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入
會
）
昭
和
二
十

年
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年
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入
會
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る
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知
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）
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田
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四
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意
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失
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る
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と
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み
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く
哀
悼
の
意
を
表
す

ス）。
★
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ら
し
い
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務
所
の
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理
者
と
し
て

會
員
原
全
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氏
が
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ム
に
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は
れ
る
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と
に
な
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た
。
持
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務
に
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が
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熱
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